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第２章 福岡市の障がい児・者等の概況 

 

１． 身体・知的障がいの概況 

福岡市の身体・知的障がい児・者数（身体障害者手帳または療育手帳の所持者、重複含む）は、平成

25年6月30日現在で60,863人、人口1,000人あたりの出現率は41.5‰（パーミル）であり、市民の約24人

に1人が身体または知的の障がいがあるという状況である。 

身体障がい児・者（身体障害者手帳所持者）は51,557人で、18歳未満1,108人（身体障がい児・者全

体の2.1％）に対して、18歳以上は50,449人（同 97.9％）となっており、18歳以上が大半を占めてい

る。 

一方、知的障がい児・者（療育手帳所持者）は9,306人で、このうち、18歳未満が2,620人（知的障が

い児・者全体の28.2％）、18歳以上が6,686人（同 71.8％）であり、身体障がいに比べて18歳未満の児

童の占める割合が高く、全体の3割弱が児童である。 

平成2～25年度までの23年間の年次推移をみると、身体障がい児は1,000～1,100人前後で大きな変動

はないものの、その他はいずれも大きく増加しており、身体障がい者は平成2年度の2.4倍、知的障がい

者は3.0倍、知的障がい児は2.2倍となっている。また、人口1,000人あたりの出現率はいずれも上昇傾

向にあり、特に身体障がい者では、高齢化の進行等の影響もあり、平成2年度：23.0‰から平成25年度：

41.2‰へ18.2ポイント上昇している。 

 

【図表2－1 身体・知的障がい児・者数（手帳所持者数）の状況[平成25年6月30日現在]】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注1） 障がい児・者数は、身体障害者手帳、療育手帳の所持者数（平成25年6月30日現在） 

（注2） 総人口は、住民基本台帳登録人口（平成25年6月30日現在） 

 

【図表2－2 身体・知的障がい児・者数（手帳所持者数）の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）平成17年度調査までの統計は手帳未所持者を含んでいたため、本報告書では未所持者を除外して再集計を行っている（以下同）。 

 

 

（　）は出現率（‰＝人口千対）

合計 身体障がい 知的障がい

60,863 51,557 9,306 1,467,221

(41.5) (35.1) (6.3)

3,728 1,108 2,620 242,068

(15.4) (4.6) (10.8)

57,135 50,449 6,686 1,225,153

(46.6) (41.2) (5.5)
18歳以上

総人口
身体・知的障がい児・者数

総　数

0～17歳

（　）は出現率（‰＝人口千対）

平成25年度 60,863 (41.5) 51,557 (35.2) 50,449 (41.2) 1,108 (4.6) 9,306 (6.3) 6,686 (5.5) 2,620 (10.8)

平成22年度 56,627 (39.7) 48,526 (34.0) 47,416 (39.9) 1,110 (4.7) 8,101 (5.7) 5,761 (4.8) 2,340 (9.9)

平成17年度 45,294 (33.1) 39,413 (28.8) 38,325 (33.8) 1,088 (4.7) 5,881 (4.3) 4,108 (3.6) 1,773 (7.7)

平成12年度 37,294 (28.6) 32,296 (24.7) 31,282 (29.3) 1,014 (4.3) 4,998 (3.8) 3,669 (3.5) 1,329 (5.6)

平成07年度 29,086 (23.5) 25,268 (20.4) 24,276 (24.6) 992 (3.9) 3,818 (3.1) 2,676 (2.7) 1,142 (4.5)

平成02年度 25,419 (21.3) 21,987 (18.4) 20,969 (23.0) 1,018 (3.5) 3,432 (2.9) 2,241 (2.4) 1,191 (4.2)

増減（Ｈ25-Ｈ2） 35,444 (20.2) 29,570 (16.7) 29,480 (18.2) 90 (1.1) 5,874 (3.5) 4,445 (3.1) 1,429 (6.6)

増減率（Ｈ25/Ｈ2） 2.4 倍 2.3 倍 2.4 倍 1.1 倍 2.7 倍 3.0 倍 2.2 倍
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２． 身体障がいの状況 

（１） 身体障がいの種別（主な障がいの部位） 

平成25年6月30日現在の身体障害者手帳所持者の身体障がいの種別（主な障がいの部位）をみると、

肢体不自由が27,925人（54.2％）と全体の過半数を占めて最も多く、次いで、内部障がいが15,353人

（29.8％）となっている。 

年次推移をみると、平成2年度から平成25年度までの23年間で内部障がいが3.8倍、肢体不自由が2.4

倍に増加しており、他の障がい種別に比べて特に増加率が高い。 

障がい種別の構成比に着目すると、肢体不自由は各年度とも55％程度とほぼ同率であるが、内部障が

い者が身体障がい全体に占める割合も23年間で11.5ポイント増加している。 

 

 

 

【図表2－3 障がい種別・年齢区分別 身体障害者手帳所持者数[平成25年6月30日現在]】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表2－4 障がい種別 身体障害者手帳所持者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（　）は構成比（％）

合　計 視覚障がい 聴覚障がい
音声・言語
障がい等

肢体不自由 内部障がい

総　　数 51,557 3,694 4,022 563 27,925 15,353

(100.0) (7.2) (7.8) (1.1) (54.2) (29.8)

身体障がい児 1,108 28 196 4 629 251

（0～17歳） (100.0) (2.5) (17.7) (0.4) (56.8) (22.7)

身体障がい者 50,449 3,666 3,826 559 27,296 15,102

（18歳以上） (100.0) (7.3) (7.6) (1.1) (54.1) (29.9)

＊手帳所持者数（Ｈ25.6.30現在）　市統計データ

（　）は構成比（％）

平成25年度 51,557 (100.0) 3,694 (7.2) 4,022 (7.8) 563 (1.1) 27,925 (54.2) 15,353 (29.8)

平成22年度 48,526 (100.0) 3,749 (7.7) 3,774 (7.8) 513 (1.1) 26,398 (54.4) 14,092 (29.0)

平成17年度 39,413 (100.0) 3,497 (8.9) 3,269 (8.3) 389 (1.0) 21,494 (54.5) 10,764 (27.3)

平成12年度 32,296 (100.0) 3,320 (10.3) 2,994 (9.3) 419 (1.3) 17,481 (54.1) 8,082 (25.0)

平成07年度 25,268 (100.0) 3,171 (12.5) 2,758 (10.9) 326 (1.3) 13,534 (53.6) 5,479 (21.7)

平成02年度 21,987 (100.0) 3,123 (14.2) 2,652 (12.1) 351 (1.6) 11,834 (53.8) 4,027 (18.3)

増減（Ｈ25-Ｈ2） 29,570 (0.0) 571 （▲ 7.0) 1,370 （▲ 4.3) 212 （▲ 0.5) 16,091 (0.3) 11,326 (11.5)

増減率（Ｈ25/Ｈ2） 2.3 倍 1.2 倍 1.5 倍 1.6 倍 2.4 倍 3.8 倍

肢体不自由 内部障がい計 視覚障がい 聴覚障がい
音声言語
障がい等
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（２） 身体障がいの程度（身体障害者手帳の等級） 

平成25年6月30日現在の身体障害者手帳所持者の手帳等級内訳は、1級が17,697人（34.3％）で最も多

く、次いで4級11,612人（22.5％）、2級8,365人（16.2％）の順であり、1・2級を合計すると、重度者が

26,062人と全体の約半数（50.5％）を占めている。 

年次推移をみると、平成2年度から平成25年度までの23年間で全体では2.3倍の増加であるが、重度者

が2.6倍、中度者が2.5倍、軽度者が1.5倍と、特に重・中度者の増加が顕著である。 

 

【図表2－5 手帳等級別・年齢区分別 身体障害者手帳所持者数[平成25年6月30日現在]】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表2－6 手帳等級別 身体障害者手帳所持者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（　）は構成比（％）

合　計 1級 2級 3級 4級 5級 6級 重度
（1・2級）

中度
（3・4級）

軽度
（5・6級）

総　　数 51,557 17,697 8,365 7,326 11,612 3,479 3,078 26,062 18,938 6,557

(100.0) (34.3) (16.2) (14.2) (22.5) (6.7) (6.0) (50.5) (36.7) (12.7)

身体障がい児 1,108 576 239 120 78 25 70 815 198 95

（0～17歳） (100.0) (52.0) (21.6) (10.8) (7.0) (2.3) (6.3) (73.6) (17.9) (8.6)

身体障がい者 50,449 17,121 8,126 7,206 11,534 3,454 3,008 25,247 18,740 6,462

（18歳以上） (100.0) (33.9) (16.1) (14.3) (22.9) (6.8) (6.0) (50.0) (37.1) (12.8)

＊手帳所持者数（Ｈ25.6.30現在）　市統計データ

（　）は構成比（％）

平成25年度 51,557 (100.0) 26,062 (50.5) 18,938 (36.7) 6,557 (12.7)

平成22年度 48,526 (100.0) 24,979 (51.5) 17,258 (35.6) 6,289 (13.0)

平成17年度 39,413 (100.0) 20,673 (52.5) 13,403 (34.0) 5,337 (13.5)

平成12年度 32,296 (100.0) 16,684 (51.7) 10,920 (33.8) 4,692 (14.5)

平成07年度 25,268 (100.0) 12,517 (49.5) 8,377 (33.2) 4,374 (17.3)

平成02年度 21,987 (100.0) 10,130 (46.1) 7,610 (34.6) 4,247 (19.3)

増減（Ｈ25-Ｈ2） 26,539 (0.0) 14,849 (5.4) 9,648 (1.0) 2,042 （▲ 6.4)

増減率（Ｈ25/Ｈ2） 2.3 倍 2.6 倍 2.5 倍 1.5 倍

計 重度（1・2級） 中度（3・4級） 軽度（5・6級）
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（３） 身体障がい児・者の性・年齢構成 

平成25年6月30日現在の身体障害者手帳所持者の性別構成は、全体で男性24,402人（47.3％）に対し

て女性27,155人（52.7％）と女性がやや多くなっている。ただし、児・者別にみると、18歳未満の児童

では男性が56.1％を占めて女性より多いが、18歳以上では女性が52.9％と男性より多くなっている。 

年齢構成は、児・者全体でみると、年齢が高いほど人数が多く、60歳代以上が39,285人（76.2％）と

全体の8割弱を占めており、このうち65歳以上の高齢者だけでも33,923人（65.8％）と3万人を超えてい

る。 

年次推移をみると、性別については、平成2年度から平成25年度までの23年間で男女とも人数が増加

しているが、構成比では女性の占める割合が高まっている。 

年齢構成では60歳代以上の増加が顕著であり、平成2年度と比較して人数は3.5倍、構成比も25.7ポイ

ント増加している。 

 

【図表2－7 性別・年齢別 身体障害者手帳所持者数[平成25年6月30日現在]】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）性別・年齢別構成比は、身体障害者手帳交付台帳と住民基本台帳を照合して得られた数における性・年齢構成比をもとに算出。 

 

 

【図表2－8 性別・年齢別 身体障害者手帳所持者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）性・年齢別人数については、平成17年度調査までの統計は手帳未所持者を含む。 

（　）は構成比（％）

男性 女性
10歳代
以下

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
60歳代
以上

（再掲）
65歳以上

総　　数 51,557 24,402 27,155 1,288 1,150 1,716 2,890 5,228 39,285 33,923

(100.0) (47.3) (52.7) (2.5) (2.2) (3.3) (5.6) (10.1) (76.2) (65.8)

男性 女性 0-2歳 3-5歳 6-8歳 9-11歳 12-14歳 15-17歳

身体障がい児 1,108 622 486 87 200 187 198 210 226

（0～17歳） (100.0) (56.1) (43.9) (7.9) (18.1) (16.9) (17.9) (19.0) (20.4)

男性 女性
18・19
歳

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-74歳
75歳以
上

身体障がい者 50,449 23,780 26,669 180 1,150 1,716 2,890 5,228 5,362 12,339 21,584

（18歳以上） (100.0) (47.1) (52.9) (0.4) (2.3) (3.4) (5.7) (10.4) (10.6) (24.5) (42.8)

合　計
性別 年齢別

年齢別
合　計

性別

合　計
性別 年齢別

（　）は構成比（％）

平成25年度 51,557 (100.0) 24,402 (47.3) 27,155 (52.7)

平成22年度 48,526 (100.0) 23,469 (48.4) 25,057 (51.6)

平成17年度 39,537 (100.0) 19,557 (49.5) 19,980 (50.5)

平成12年度 32,366 (100.0) 17,443 (53.9) 14,923 (46.1)

平成07年度 25,498 (100.0) 12,921 (50.7) 12,577 (49.3)

平成02年度 22,296 (100.0) 12,505 (56.1) 9,791 (43.9)

増減（Ｈ25-Ｈ2） 29,261 (0.0) 11,897 （▲ 8.8) 17,364 (8.8)

増減率（Ｈ25/Ｈ2） 2.3 倍 2.0 倍 2.8 倍

（　）は構成比（％）

平成25年度 51,557 (100.0) 2,438 (4.7) 1,716 (3.3) 2,890 (5.6) 5,228 (10.1) 39,285 (76.2) 33,923 (65.8)

平成22年度 48,526 (100.0) 2,382 (4.9) 1,876 (3.9) 2,874 (5.9) 5,793 (11.9) 35,601 (73.4) 30,451 (62.8)

平成17年度 39,537 (100.0) 2,394 (6.1) 1,658 (4.2) 2,520 (6.4) 5,984 (15.1) 26,980 (68.2) 23,044 (58.3)

平成12年度 32,366 (100.0) 2,083 (6.4) 1,351 (4.2) 2,683 (8.3) 6,070 (18.8) 20,179 (62.3) 15,659 (48.4)

平成07年度 25,498 (100.0) 2,295 (9.0) 1,897 (7.4) 3,670 (14.4) 5,256 (20.6) 12,379 (48.5) － －

平成07年度 22,296 (100.0) 2,477 (11.1) 1,664 (7.5) 2,760 (12.4) 4,140 (18.6) 11,256 (50.5) － －

増減（Ｈ25-Ｈ2） 29,261 (0.0) ▲ 39 （▲ 6.4) 52 （▲ 4.1) 130 （▲ 6.8) 1088 （▲ 8.4) 28,029 (25.7)

増減率（Ｈ25/Ｈ2） 2.3 倍 1.0 倍 1.0 倍 1.0 倍 1.3 倍 3.5 倍

50歳代 60歳代以上 （再掲）65歳以上

合計

合計 20歳代以下 30歳代 40歳代

女性男性
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３． 知的障がいの状況 

（１） 知的障がいの程度（療育手帳の判定） 

平成25年6月30日現在の療育手帳所持者の手帳判定内訳では、Ｂ2：2,761人（29.7％）、Ｂ1：2,323人

（25.0％）、Ａ2：2,068人（22.2％）、Ａ1：1,943人（20.9％）がそれぞれ2,000人前後となっている。

これらを集約すると、Ａ1-Ａ3のＡ判定の重度者が4,222人（45.4％）で全体の4割強を占めている。 

年次推移をみると、平成2年度から平成25年度までの23年間で全体では2.7倍の増加であるが、Ａ判定

の重度者が2.2倍、Ｂ判定の中度・軽度者が3.3倍と、中度・軽度者の増加が顕著である。 

 

【図表2－9 手帳判定別・年齢区分別 療育手帳所持者数[平成25年6月30日現在]】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表2－10 手帳判定別 療育手帳所持者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（　）は構成比（％）

合　計 Ａ1 Ａ2 Ａ3 Ｂ1 Ｂ2 重度
（Ａ1-Ａ3）

中度
（Ｂ1）

軽度
（Ｂ2）

総　　数 9,306 1,943 2,068 211 2,323 2,761 4,222 2,323 2,761

(100.0) (20.9) (22.2) (2.3) (25.0) (29.7) (45.4) (25.0) (29.7)

知的障がい児 2,620 462 471 37 590 1,060 970 590 1,060

（0～17歳） (100.0) (17.6) (18.0) (1.4) (22.5) (40.5) (37.0) (22.5) (40.5)

知的障がい者 6,686 1,481 1,597 174 1,733 1,701 3,252 1,733 1,701

（18歳以上） (100.0) (22.2) (23.9) (2.6) (25.9) (25.4) (48.6) (25.9) (25.4)

＊手帳所持者数（Ｈ25.6.30現在）　市統計データ

（　）は構成比（％）

平成25年度 9,306 (100.0) 4,222 (45.4) 5,084 (54.6)

平成22年度 8,101 (100.0) 3,892 (48.0) 4,209 (52.0)

平成17年度 5,881 (100.0) 3,000 (51.0) 2,881 (49.0)

平成12年度 4,998 (100.0) 2,698 (54.0) 2,300 (46.0)

平成07年度 3,818 (100.0) 2,132 (55.8) 1,686 (44.2)

平成02年度 3,432 (100.0) 1,897 (55.3) 1,535 (44.7)

増減（Ｈ25-Ｈ2） 5,874 (0.0) 2,325 （▲ 9.9) 3,549 (9.9)

増減率（Ｈ25/Ｈ2） 2.7 倍 2.2 倍 3.3 倍

計
重度
[Ａ]

中度・軽度
[Ｂ]
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（２） 知的障がい児・者の性・年齢構成 

平成25年6月30日現在の療育手帳所持者の性別構成は、全体で男性5,736人（61.6％）に対して女性

3,570人（38.4％）と男性の方が多い。 

年齢構成は、児・者全体でみると、身体障がいとは異なり、年齢が低いほど人数が多く、10歳代以下

3,162人（34.0％）、20歳代2,096人（22.5％）の順となっており、これらをあわせると、20歳代以下の

若年層が5,258人（56.5％）と、全体の6割弱を占めている。 

年次推移をみると、男女比は概ね6対4の割合で固定化しており、大きな変化はみられない。 

年齢構成の年次推移については、60歳代以上の増加が顕著であり、平成2年度から平成25年度までの

23年間で6.9倍に増加している。 

 

【図表2－11 性別・年齢別 療育手帳所持者数[平成25年6月30日現在]】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）性別・年齢別構成比は、療育手帳交付台帳と住民基本台帳を照合して得られた数における性・年齢構成比をもとに算出。 

 

 

【図表2－12 性別・年齢別 療育手帳所持者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）性・年齢別人数については、平成17年度調査までの統計は手帳未所持者を含む。 

 

（　）は構成比（％）

男性 女性
10歳代
以下

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代
60歳代
以上

（再掲）
65歳以上

総　　数 9,306 5,736 3,570 3,162 2,096 1,590 1,057 623 778 441

(100.0) (61.6) (38.4) (34.0) (22.5) (17.1) (11.4) (6.7) (8.4) (4.7)

男性 女性 0-2歳 3-5歳 6-8歳 9-11歳 12-14歳 15-17歳

知的障がい児 2,620 1,733 887 73 384 418 460 548 737

（0～17歳） (100.0) (66.1) (33.9) (2.8) (14.7) (16.0) (17.6) (20.9) (28.1)

男性 女性
18・19
歳

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-74歳
75歳以
上

知的障がい者 6,686 4,003 2,683 542 2,096 1,590 1,057 623 337 309 132

（18歳以上） (100.0) (59.9) (40.1) (8.1) (31.3) (23.8) (15.8) (9.3) (5.0) (4.6) (2.0)

合　計
性別 年齢別

合　計
性別 年齢別

年齢別
合　計

性別

（　）は構成比（％）

平成25年度 9,306 (100.0) 5,736 (61.6) 3,570 (38.4)

平成22年度 8,101 (100.0) 4,976 (61.4) 3,125 (38.6)

平成17年度 6,516 (100.0) 4,041 (62.0) 2,475 (38.0)

平成12年度 6,005 (100.0) 3,671 (61.1) 2,334 (38.9)

平成07年度 4,993 (100.0) 3,083 (61.7) 1,910 (38.3)

平成02年度 4,435 (100.0) 2,677 (60.4) 1,758 (39.6)

増減（Ｈ25-Ｈ2） 4,871 (0.0) 3,059 (1.3) 1,812 （▲ 1.3)

増減率（Ｈ25/Ｈ2） 2.1 倍 2.1 倍 2.0 倍

（　）は構成比（％）

平成25年度 9,306 (100.0) 5,258 (56.5) 1,590 (17.1) 1,057 (11.4) 623 (6.7) 778 (8.4) 441 (4.7)

平成22年度 8,101 (100.0) 4,458 (55.0) 1,456 (18.0) 935 (11.5) 621 (7.7) 631 (7.8) 349 (4.3)

平成17年度 6,516 (100.0) 3,908 (60.0) 1,126 (17.3) 552 (8.5) 558 (8.6) 372 (5.7) 233 (3.6)

平成12年度 6,005 (100.0) 3,494 (58.2) 1,054 (17.6) 613 (10.2) 508 (8.5) 336 (5.6) 158 (2.6)

平成07年度 4,993 (100.0) 3,341 (66.9) 581 (11.6) 571 (11.4) 250 (5.0) 250 (5.0) － －

平成02年度 4,435 (100.0) 3,140 (70.8) 583 (13.1) 300 (6.8) 300 (6.8) 112 (2.5) － －

増減（Ｈ25-Ｈ2） 4,871 (0.0) 2,118 （▲ 14.3) 1,007 (3.9) 757 (4.6) 323 （▲ 0.1) 666 (5.8)

増減率（Ｈ25/Ｈ2） 2.1 倍 1.7 倍 2.7 倍 3.5 倍 2.1 倍 6.9 倍

50歳代 60歳代以上 （再掲）65歳以上

合計

合計 20歳代以下 30歳代 40歳代

男性 女性
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４． 精神障がいの状況 

（１） 精神障がい者の定義 

今回の調査での精神障がい者の定義は以下のとおりである。 

 

【図表2-13 精神障がい者の定義】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 現住所が福岡市にある精神障がい者数（精神障がい者調査（一次調査結果）より） 

今回の調査（一次調査）での現住所が福岡市にある精神障がい者数は下表のとおりである。 

総数は35,650人で、内訳は入院者3,603人、通院者32,047人であった。診断名別の精神障がい者

数をみると、「気分（感情）障害」が12,836人と全体の36.0％を占めて最も多く、次いで「神経症」

が8,391人（23.5％）、「統合失調症」が7,670人（21.5％）と続いている。 

過去の調査における精神障がい者数からの推移をみると、平成17年度から平成25年度までの8年

間で入院者数はほぼ横ばいであるが、通院者数は1.6倍に増加している。 

 

【図表2-14 現住所が福岡市にある精神障がい者数 診断名別、性別・年齢別】 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）病院  ：福岡都市圏に開設し、精神科を標榜している病院 

        （福岡市、筑紫野市、大野城市、太宰府市、宗像市、糸島市、古賀市、福津市、糟屋郡） 

   診療所等：福岡市内に開設し、精神科を標榜している診療所等 

計
双極性

感情障害
うつ病等 計

ｱﾙｺｰﾙ
依存症

その他の
依存症

35,650 7,670 12,836 2,601 10,235 1,003 789 214 1,988 8,391 979 2,783

100.0% 21.5% 36.0% 7.3% 28.7% 2.8% 2.2% 0.6% 5.6% 23.5% 2.7% 7.8%

3,603 1,971 389 136 253 212 180 32 420 110 19 482

100.0% 54.7% 10.8% 3.8% 7.0% 5.9% 5.0% 0.9% 11.7% 3.1% 1.0% 13.4%

32,047 5,699 12,447 2,465 9,982 791 609 182 1,568 8,281 960 2,301

100.0% 17.8% 38.8% 7.7% 31.1% 2.5% 1.9% 0.6% 4.9% 25.8% 3.0% 7.2%

13,274 5,364 3,045 766 2,279 673 559 114 1,008 1,558 205 1,421

100.0% 40.4% 22.9% 5.8% 17.2% 5.1% 4.2% 0.9% 7.6% 11.7% 1.5% 10.7%

3,603 1,971 389 136 253 212 180 32 420 110 19 482

100.0% 54.7% 10.8% 3.8% 7.0% 5.9% 5.0% 0.9% 11.7% 3.1% 0.5% 13.4%

9,671 3,393 2,656 630 2,026 461 379 82 588 1,448 186 939

100.0% 35.1% 27.5% 6.5% 20.9% 4.8% 3.9% 0.8% 6.1% 15.0% 1.9% 9.7%

22,376 2,306 9,791 1,835 7,956 330 230 100 980 6,833 774 1,362

100.0% 10.3% 43.8% 8.2% 35.6% 1.5% 1.0% 0.4% 4.4% 30.5% 3.5% 6.1%

神経症認知症

計

入院

 依存症

通院

計
統合

失調症

 気分（感情）障害

診療所等

上段：実人数（人）、下段：構成比（％）

通院

その他

合計

病院

計

入院

発達
障害

精神障がい者とは？

① 広い意味 ： 医学的にみて精神疾患を有する者（医療の対象）

② 狭い意味 ： 精神疾患があるために日常生活や社会生活に支障
のある者（福祉の対象）

②精神障がいがあるため継続的

に日常生活又は社会生活に相

当な制限を受ける者

①精神疾患を有する者 健常者

医療対象者

福祉対象者

今回の実態調査対象者
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【図表2-15 現住所が福岡市にある精神障がい者数の推移と平成25年度の詳細】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

（注）平成17年度調査は一次調査で現住所を特定していないため、二次調査の回答結果をもとに現住所が福岡

市にある精神障がい者数を推計している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,796

19,628

23,424

3,550

25,900
29,450

3,603

32,047
35,650

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

入院者 通院者 合計

（人）

平成17年度

平成22年度

今回[平成25年度]

（　）は構成比（％）

男性 女性 19歳以下 20-39歳 40-64歳 65-74歳 75歳以上

合計 35,650 15,098 20,552 1,392 10,542 15,393 4,240 4,083

(100.0) (42.4) (57.6) (3.9) (29.6) (43.2) (11.9) (11.5)

入院 3,603 1,685 1,918 19 269 1,364 919 1,032

(100.0) (46.8) (53.2) (0.5) (7.5) (37.9) (25.5) (28.6)

通院 32,047 13,413 18,634 1,373 10,273 14,029 3,321 3,051

(100.0) (41.9) (58.1) (4.3) (32.1) (43.8) (10.4) (9.5)

［平成25年度］ 合　計
性別 年齢別
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５． 発達障がいの状況 

発達障がいについては、身体・知的障がいのように手帳制度がないため、全国的に見ても、正確な人

数が把握できない状況であるが、心身障がい福祉センター（あいあいセンター）、西部療育センター及

び東部療育センターの新規受診児数の推移をみると、全体の数は近年増加傾向にあり、また、新規受診

児の6割強が発達障がいと診断された児童であり、このうち6割強が知的な遅れのない児童となっている。 

ゆうゆうセンターの平成24年度の相談状況をみると、成人（19歳以上）の相談が6割弱を占めており、

平成20年度からの推移をみると、成人の相談は特に増加傾向にある。 

 

【図表2－16 心身障がい福祉センター・西部療育センター・東部療育センターにおける新規受診児数の推移】 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

【図表2－17 福岡市発達障がい者支援センター（ゆうゆうセンター）の相談状況】 

＜年齢別相談者数の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

（注）平成18年度は、ゆうゆうセンター開設日（12月4日）から年度末までの数。 

＜障がい別相談者数（平成24年度）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

（注）不明には未診断、未受診等を含む。 

 

【図表2－18 通常の学級に在籍する特別支援を要する児童生徒数（小・中学校）の推移】 

 

 

 

 

 

 

 
（注1）発達教育センターによる調査結果。 

（注2）平成21年度からは、チェックリストに基く疑いのあるケースを含む。 

（　）は構成比（％）

平成24年度 1,456 (100.0) 108 (7.4) 248 (17.0) 239 (16.4) 834 (57.3) 27 (1.9)

平成23年度 1,232 (100.0) 101 (8.2) 227 (18.4) 200 (16.2) 680 (55.2) 24 (1.9)

平成22年度 1,075 (100.0) 74 (6.9) 218 (20.3) 206 (19.2) 543 (50.5) 34 (3.2)

平成21年度 856 (100.0) 77 (9.0) 232 (27.1) 171 (20.0) 357 (41.7) 19 (2.2)

平成20年度 744 (100.0) 70 (9.4) 216 (29.0) 143 (19.2) 290 (39.0) 25 (3.4)

合計
0～6歳 7～12歳

不明
[乳幼児] [小学生] [中高生]

13～18歳
19歳以上

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

新規受診児総数 751 770 845 1,129 1,089

発達障がい児 313 350 365 676 708

新規受診児総数に占める割合（％） (41.7) (45.5) (43.2) (59.9) (65.0)

知的障がいのない発達障がい児 208 210 308 450 441

発達障がい児に占める割合（％） (66.5) (60.0) (84.4) (66.6) (62.3)

1,456 71 45 26 279 39 161 79 69 19 50 80 15 942

(100.0) (4.9) (3.1) (1.8) (19.2) (2.7) (11.1) (5.4) (4.7) (1.3) (3.4) (5.5) (1.0) (64.7)

不明
自閉症

広汎性
発達

障がい
自閉症

アスペ
ルガー
症候群

広汎性
発達
障がい

自閉症

注意
欠陥

多動性
障がい

学習
障がい

広汎性
発達
障がい

合計

知的な遅れあり 知的な遅れなし 知的な遅れ有無不明

（　）は構成比（％）

平成24年度 1,806 (100.0) 1,374 (76.1) 432 (23.9)

平成23年度 1,656 (100.0) 1,235 (74.6) 421 (25.4)

平成22年度 1,540 (100.0) 1,155 (75.0) 385 (25.0)

平成21年度 1,436 (100.0) 1,023 (71.2) 413 (28.8)

平成20年度 940 (100.0) 514 (54.7) 426 (45.3)

合計 発達障がい その他
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６． 難病の状況 

難病について、特定疾患医療受給者証所持者数の年次推移をみると、平成21年度から平成24年度まで

の3年間で全体・女性・男性いずれにおいても1.2倍の増加となっているが、平成23年度から平成24年度

には若干減少している。 

性別にみると、平成21年度から平成24年度までのいずれの年においても、男性が約4割、女性が約6割

となっている。 

 

【図表2－19 特定疾患医療受給者証所持者数の推移 性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（　）は構成比（％）

平成24年度 9,116 (100.0) 3,721 (40.8) 5,395 (59.2)

平成23年度 9,305 (100.0) 3,856 (41.4) 5,449 (58.6)

平成22年度 8,032 (100.0) 3,282 (40.9) 4,750 (59.1)

平成21年度 7,497 (100.0) 3,059 (40.8) 4,438 (59.2)

増減（Ｈ24-Ｈ21） 1,619 (100.0) 662 (40.9) 957 (59.1)

増減率（Ｈ24/Ｈ21） 1.2 倍 1.2 倍 1.2 倍

計 男性 女性


